
 

 

 

 

                                        

                                                                                       

                     

                                                                               

『へいわってどんなこと？』 
 浜田桂子/作 

童心社 

旅をテーマにした小説 
エッセイ本など 

 

 

『だれのこどももころさせない』 
西郷南海子/文  浜田桂子/絵 

かもがわ出版 

『目まもりドリル』 
 平松類/著 林ユミ/絵 

ワニブックス 

『ともだち』 
 くすのきしげのり/作 よしむらめぐ/絵 

小学館 
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新型コロナウイルス感染症予防対策のご協力をお願いします 

●入館の際の検温      ●マスクの着用 
●手指の消毒        ●こまめな手洗い 
●マイバッグの持参 
●短時間の利用にご協力ください 

天草市立図書館からのおねがい 

5 月のおたより 

今年は「山笑う」の季節が早く訪れたようで、４月中旬あたりから、椎の花
が山の至る所に羊の群のようにコンモリコンモリ現れ、今にも山全体が腹を抱
えて笑い出しそうな気配をみなぎらせていました。５月中旬にさしかかった今
は、もうだいぶ落ち着きを見せ、夏を迎える深い緑の装いに入ったようです。 
河浦図書館も新年度の活動を始めました。先日、今年度のおはなし会の皮切

りとして「子ども読書の日おはなし会」を実施し、新しいありすボランティア
さん達が楽しい絵本の読み聞かせで力を発揮してくれました。土曜日だったの
で、近くの児童館からの参加もありました。後半の工作では「説明書きを写し
て行って、児童館でもみんなでしようよ。」という児童の発言で先生がそれをカ
メラに収められるといった場面もあり充実したひとときを過ごすことができました。 
ウィズコロナで、コロナと共に生活することにもだいぶ慣れてきましたが、

心穏やかならぬのが世界の情勢です。ロシアのウクライナ侵攻が激しくなった
頃、新刊展示のテーブルでふと目に留まったのが「アジア太平洋戦争新聞」（太
平洋戦争研究会/著 彩流社）という本でした。文字が小さくて、年々低下して
いく視力では夜間の読書がままならず２回借り直してやっと読み終えました。
読み進むうち、ロシアが侵攻を正当化する為に発信している内容と、日本が中
国を初めアジア支配の為に踏み出した頃の軍の発信内容とが酷似していること
に気がつきました。戦争というものはこうして始まるのだと改めて認識しまし
た。戦争はひとたび始めると終結させることが非常に困難になると言われます。
今回のロシアの戦況を見ていてもわかります。焼け野原になった終戦間近の日
本の状況と、ウクライナの現在の惨状が重なって息苦しくなりました。人間は
武力を持つと、強固な歯止めがなければ、安易に使用してしまうところがあり
ます。短絡的にならず知恵を駆使して解決していかなければならないと思いま
す。今まで大まかにしか知らなかった日本の当時の歩みなども詳しく記述して
あり、苦労して読んだ甲斐があった一冊になりました。「へいわってどんなこ
と？」（浜田桂子/著 童心社）これは絵本ですが、あたりまえのことがあたり
まえにできる日常、それが平和なんだということを子どもに理解できるように
やさしく表現してあります。この本も、また読みたくなりました。                                 

【文・河浦図書館長】 

天草市立河浦図書館 

 令和 4 年 5 月 17 日発行 
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世界遺産のあるまち 
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５月７日（土） 

「子ども読書の日おはなし会」開催しました！ 

『えっ?これ全部ホットプレートで 
作っちゃったんですか?』 
 米澤文雄/著 EDITORS 

『命のクルーズ』 
 高梨ゆき子/著  

講談社 

奇想天外な目と光のはなし 入倉隆/著　雷鳥社

高校事変　12 松岡圭祐/著 KADOKAWA

ゲームさんぽ　専門家と歩くゲームの世界 いいだ/編著　 なむ/編著　白夜書房

フランス人はたくさん仕込んで3度愉しむ。 上田淳子/著　誠文堂新光社

つけ衿、ブラウス、ときどきワンピース ブティック社

アイヌのビーズ 池谷和信/編　平凡社

昭和インテリアスタイル・ワンダー グラフィック社編集部/編　グラフィック社

畠中雅子/著　時事通信出版局
息子、娘が中高年ひきこもりでも

                      どうにかなるって本当ですか?

回転ずし・レジをつくろう いしかわまりこ/作　汐文社

あかちゃんがうまれるまで 遠見才希子/作　相野谷由起/絵　童心社

ぼくがおこるとおこること 塚本やすし/作・絵　冨山房インターナショナル

キャサリン・ジョンソン
田中ほさな/漫画

奥田暁代・斎藤紀男/監修　ポプラ社

サイバーセキュリティー会社図鑑
NRIセキュアテクノロジーズ/監修

いわた慎二郎/絵　日経ＢＰ

もっと!ひらめき力がぐんぐん育つ!

　　　　　　　　　　　なぞなぞチャレンジ!スペシャル
嵩瀬ひろし/作　茂木健一郎/監修　ナツメ社

2022年「子ども読書週間」の標語 
『ひとみキラキラ 本にどきどき』 
に沿ったプログラムにしました。 

町外からの参加者もあり 
楽しい会になりました。 

ベテランありすさんは聞き手の事も 
考えた読み方をしていて、 

その姿が新人ありすさんには自然と 
アドバイスになっていたようで 

微笑ましい光景でした。 
また、この日はボランティア活動について 
熊本日日新聞社からの取材もありました。 

次回は「夏のおはなし会」を 
予定しています！ 
お楽しみに！ 

5/10～5/16は 
野鳥を大切に守ろうと 
設けられた愛鳥週間♪ 
いろんな鳥の本を 
あつめました。 

チェアリング日和♪ 

観光振興課との 

コラボ展示！ 

各館でコーナーを
設けています。 
ご覧ください。 

とっても簡単にできる 

「おりがみ指人形」 

いろんな表情のカラフルな

指人形ができました！ 

●絵本  『わたしのワンピース』 
にしまきかやこ/絵と文 1969 

●絵本  『うまれたよ！モンシロチョウ』 
安田守/写真 小杉みのり/構成・文 2011 

●手あそび『かえるのうた』 
●絵本  『ぼくが見える？』 

バクジヒ/作 おおたけきよみ/訳 2021 
●大型絵本『ろばさんのかわいいバッグ』 

香山美子/作 柿本幸造 2006 

●工作  『おりがみ指人形』 

大江出張所
みんなの家・ひだまり

9日

宮野河内 8日・22日 下田 14日

富津・新合 15日 上河内 21日

一町田 21日 大江・高浜 23日

社協・桜ん里・古江 28日 福連木・宮地岳 28日

河浦小 15日・22日 天草小 21日・23日

河浦中 8日 天草中 9日

いるか号巡回　6月日程

「夜寝る前に、子どもに読んで
あげられる絵本、安心して眠り
につける絵本」そんなふうに読

んでいただけたらうれしいで
す。あと書きのことばです。 

『あげます。』 
 浜田桂子/作 

ポプラ社 

『てとてとてとて』 
 浜田桂子/作 
福音館書店 

絵 本 

※天候状態によっては巡回を中止することがありますので、 

あらかじめご了承ください。 

今 月 の 展 示 
 

本の中で旅気分♪ 


